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-(BDH-TTP)2FeX4 (X = Br, Cl) と、大きな非磁性アニオン層をもつ-(BEDT-TTF)2NH4Hg(SCN) 4の 2
種類の有機導体の層間伝導について詳細な研究を行った。 





  両塩は 30 mK まで単純な金属伝導を示す。FeBr4 塩の d スピンに由来する磁性は室温から
Curie-Weiss則に従い、4 K程度で反強磁性転移を起こす。a軸方向の磁場とともに 1.5 Tで磁化が大きく
立ち上がるスピンフロップ転移を示す。磁化曲線は b,c軸(磁化困難軸)方向に磁場を印加すると 3 Tでわ
ずかに増加し 5 T以上で飽和する。この弱磁化転移は d スピンが a軸からわずかに傾いた磁気構造をも
つためと考えられる。ジャロシンスキー-守谷相互作用と配位子場効果、そして複数の-d 相互作用による
スピンフラストレーションが、傾いた反強磁性磁気構造の原因であると考えられる。30 mK での磁気抵抗
は a軸方向の磁場によりわずかに増加した後 2 Tで急激に減少し、より高磁場では増加する。磁場を b,c
軸方向へ印加した場合、までなだらかに減少する。2 Tの急激な減少は、dスピンの作る磁気ポテンシ
ャルがスピンフロップによって減少し伝導スピン散乱を受けにくくなったためと理解できる。以下では




  一方、FeBr4塩のハロゲンを置換した FeCl4塩は 2 K以上で Curie-Weiss則に従うが、磁気転移を示さ
ない。しかしより低い温度では 0.15 Tで磁気トルクが鋭い磁場変化を示す。詳細な磁気トルクの測定から、















ってディングル温度(TD  )を求めることで定量的に評価した。 




















–(BDH-TTP)2FeX4 (X = Br, Cl)では、磁性と伝導性の解明に多くの興味が待たれてきたが、層間伝導メ
カニズムは未解決の問題であった。杉井かおり氏は、本物質の純良単結晶の合成、評価、物性測定
（ESR, 磁気抵抗、磁気トルク、磁化）を精力的にこなし、層間伝導における磁気散乱効果を解明した。こ








 平成 26年 2月 18日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のも
と、著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
 
